
宣 言 日 令和６年　１　月　１５　日

住 所 埼玉県北本市中丸9-20

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社ノヴァ

代表者役職 氏名 代表取締役社長　ブッシュ 一木

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な働き方の推進と人材の育成
＜（現状値）20２３年の数値＞
①女性管理職：4人
②高齢者雇用者数：4人
③キャリア形成・学習講座の受講件数：11件
(2021年～2023年の累計)
※当初宣言時の指標は1件/年であるが、好調
な現状に合わせて指標の上方修正を行った

＜2030年に向けた指標＞

①５人　②８人　③3件/年

＜３年後に向けた指標＞

①4人　②4人　③2件/年

地域資源を活用した商品開発
＜（現状値）20２３年の数値＞
地域資源を活用した商品開発：2点

＜2030年に向けた指標＞

新規商品開発点数：7点
（2024年：3点、2025～2030年：2点）

＜３年後に向けた指標＞

新規商品開発点数：2点
（実績2022年：2点）

【記載留意点】
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比 有機食品取扱量：20t増(10％増)

＜３年後に向けた指標＞
環境

2023年比 有機食品取扱量：6t増(3％増)

有機食品の取扱量増加による有機生産者
買い支えの実現拡大
＜（現状値）20２３年の数値＞
有機食品取扱量：206t/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は3つの柱「Ｏｒｇａｎｉｃ」、「Delicious」、「Sustainability」を軸に事業を展開。主に、有機農産物
（有機ドライフルーツ・ナッツ）を取扱う。有機栽培は、長期的に取組を継続することで環境への持続的
な効果・改善をもたらし、正に、持続可能な開発目標（SDGｓ）の考え方の一つを体現したものである。
有機食品を取扱う為には、有機性の維持・管理と、継続的な記録が必須であり、これを遵守する為に、
従業員一人一人が自覚を持ち業務にあたっている。今後も、有機食品の取扱いを継続することで、
SDGｓの達成に貢献していく。

株式会社ノヴァ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


